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第２ 前 期 選 抜 

１ 募 集 

(1) 前期選抜を実施する高等学校の学科・コース及び募集枠等 

前期選抜を実施する高等学校の学科・コース及び募集枠等は別表１に、各高等学校の「学校の

特色」「選抜において重視する要件」は別表２にそれぞれ示すとおりとする。 

 

(2) 応募資格 

前期選抜を志願できる者は、第１・１・(1)の応募資格を有する者及び「令和５年度三重県立

高等学校への志願学区外及び県外からの入学志願者等取扱要項」に定める入学志願のできる者と

する。 

※ 連携型中高一貫教育に係る選抜を実施する高等学校に連携型中学校から志願する場合は、

原則として連携型中高一貫教育に係る選抜によるものとする。 

※ 前期選抜と特別選抜の両方を実施する高等学校の学科に、第６・１・(2)の応募資格を有

する者が志願する場合は、特別選抜によるものとする。 

 

(3) 募集方法 

ア 出願関係書類の受付期間及び受付時間 

区 分 受  付  期  間 受  付  時  間 

全日制 １月２３日(月)から１月２６日(木)まで 
９時から１６時まで 
（締切日は９時から１５時までとする。）

定時制 １月２３日(月)から１月２６日(木)まで 
１３時から２０時まで 
（締切日は１３時から１７時までとする。）

  （備考） 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

 

イ 応募手続 

(ｱ) 志願者は、前期選抜を実施する高等学校の学科・コースのうち、１校の１学科・コースに

ついてのみ出願できる。なお、分校は１校とみなす。 

また、前期選抜への志願者は、連携型中高一貫教育に係る選抜、特別選抜への出願はでき

ない。 

(ｲ) 志願者は、第１・１・(4)・アによる手続とともに、自己推薦書（様式１７）及び前期選

抜入学確約書（様式２２）に所定の事項を記入して、在学する中学校等の校長に提出する。 

      ただし、既に中学校等を卒業した志願者については、原則として本人が志願先高等学校長

に提出する。また、県外からの志願者については、原則として保護者が志願先高等学校長に

提出する。 

(ｳ) 中学校等の校長は、第１・１・(4)・イの(ｱ)及び(ｲ)・ａによる手続とともに、志願者か

ら提出された上記(ｲ)の書類に誤りのないことを確認し、志願先高等学校長に提出する。 

 

２ 検 査 

(1) 検査内容 

面接又は「自己表現」、作文又は小論文、実技検査、学力検査等のうち、志願先高等学校が指

定した項目を実施する。（別表２参照） 

なお、「自己表現」は、受検者が面接時に、自己の個性や得意なものを自由な形で表現するも

のとする。 

また、英語の学力検査については、リスニング検査を含み、英和辞典及び和英辞典の使用を認

める。ただし、電子辞書及びそれに類するものは使用できない。 
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(2) 検査期日等 

ア 期  日    令和５年２月２日（木）、３日（金） 

（学力検査については、２月２日（木）に実施する。） 

イ 学力検査日程  令和５年２月２日（木） 

検 査 教 科 検  査  時  間 

１ 国語又は数学 １０：００～１０：４５ ４５分 

２ 英語 １１：００～１１：４５ ４５分 

（注１） 各教科の検査開始３０分経過後は、検査室への入場はできない。また、各教科の検査

開始から３０分経過後の退席については、その教科の検査を完了したものとみなす。 

（注２） 学力検査以外の検査の実施日程及び方法等については、当該高等学校長が志願者に適

宜通知する。 

(3) 検査会場 

志願先高等学校（南伊勢高等学校を志願する者は、度会校舎において受検する。） 

 

３ 追検査 

(1) 追検査を受けられる者 

前期選抜を志願する者のうち、検査の当日、病気等やむを得ない理由によってその一部又はす

べてを受けられなかった者で、追検査を希望する者。 

(2) 受検の手続 

令和５年２月３日（金）１２時までに在学する中学校等の校長を通して志願先高等学校長にそ

の旨を申し出るとともに、前期選抜追検査受検願書（様式１０）に必要事項を記入のうえ、追検

査受検の理由を証明する書類(医師の診断書等)及び受検票（様式３）を添えて、速やかに志願先

高等学校長に提出する。ただし、２月３日（金）に検査を実施する高等学校においては、２月３

日（金）１７時までに、志願先高等学校長にその旨を申し出るとともに、所定の手続を行う。 

なお、手続には、入学者選抜又は入学者選考事務に係る証明書（様式２５）の提示を必要とす

る。 

既に中学校等を卒業した志願者については、原則として本人が手続を行う。また、県外からの

志願者については、原則として保護者が手続を行う。 

(3) 期日及び会場 

ア 期   日    令和５年２月１０日（金） 

イ 会   場    志願先高等学校 

詳細については、当該高等学校長が志願者に適宜通知する。 

(4) 報 告 

学力検査を実施する高等学校で追検査を希望する申し出があれば、各高等学校長は速やかに追

検査を実施する教科、人数を三重県教育委員会事務局高校教育課に報告する。 

 

４ 選抜方法 

(1) 各高等学校の選抜方法は、別表２に示すとおりとする。 

(2) 各高等学校は、募集枠内で合格内定者を決定し、なおかつ、合格内定者と甲乙付け難い者があ

る場合は、当該学科・コースの募集枠の募集人数の１０％の範囲内で合格内定者を増やすことが

できる。ただし、人数算出については、小数点以下の端数は切り上げる。なお、募集枠の募集人

数が８０人を超える学科・コースは８人以内とする。 

(3) 各高等学校は、入学定員を超えて合格内定者を増やすことはできない。ただし、全寮制である

昴学園高等学校については、(2)にかかわらず、２人以内で合格内定者を増やすことができる。 
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５  合格内定者の決定 

合格内定者は、合否判定会議の審議に基づき、各高等学校長が決定する。 

 

６  合格内定の通知 

(1) 各高等学校長は、令和５年２月１４日（火）９時３０分以降に、選考の結果を前期選抜結果通

知書（様式２０）により中学校等の校長に通知し、合格内定者には在学する中学校等の校長を通

じて前期選抜合格内定通知書（様式２１）を交付する。なお、前期選抜結果通知書、前期選抜合

格内定通知書を受領する際は、入学者選抜又は入学者選考事務に係る証明書（様式２５）の提示

を必要とする。 

また、合格内定者のうち、既に中学校等を卒業した者については、令和５年２月１４日（火）

９時３０分以降に、前期選抜合格内定通知書を志願者に直接交付する。 

なお、令和５年２月１４日（火）９時３０分に、中学校等に閲覧を限定した三重県の専用ウェ

ブページに合格内定者として受検番号を掲載する。 

 

(2) 合格内定の通知を受けた者は、三重県立高等学校に改めて志願することはできないものとする。 

 

(3) 合格内定者数の発表は、令和５年２月１４日（火）１６時とする。 

 

７ 合格者の発表 

合格内定者については、令和５年３月１７日（金）９時３０分に、志願先高等学校において合格

者として受検番号を掲示するとともに、閲覧者を限定した三重県の専用ウェブページに合格者とし

て受検番号を掲載し、発表する。 

 

８ 合格内定とならなかった者の後期選抜への応募 

選考の結果、合格内定とならなかった者は、第１・１ により、改めて応募するものとする。 

 

９ その他 

(1) 県内居住者の志願学区外の高等学校への入学志願について 

「令和５年度三重県立高等学校への志願学区外及び県外からの入学志願者等取扱要項」の

「１」による。 

(2) 県外からの三重県立高等学校への入学志願について 

「令和５年度三重県立高等学校への志願学区外及び県外からの入学志願者等取扱要項」の

「２」による。 

(3) 県内居住者で令和４年度に県外の中学校等を卒業する者の入学志願について 

「令和５年度三重県立高等学校への志願学区外及び県外からの入学志願者等取扱要項」の

「３」による。 

(4) 志願学区外に居住する県内居住者の、「通学区域に関する規則」別表特例に定める高等学校 

への入学志願について 

「令和５年度三重県立高等学校への志願学区外及び県外からの入学志願者等取扱要項」の

「４」による。 

（備考） 海外帰国生徒・外国人生徒等に係る特別枠入学者選抜における前期選抜については、 

第７・４ による。 
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第３ 後 期 選 抜 

１ 募 集 

(1) 後期選抜を実施する高等学校の学科・コース等 

後期選抜を実施する高等学校の学科・コース等は、別表１に示すとおりとする。 

後期選抜の募集人数は、令和５年２月１４日（火）１６時に発表する。 

(2) 応募資格 

後期選抜を志願できる者は、第１・１・(1)の応募資格を有する者及び「令和５年度三重県立

高等学校への志願学区外及び県外からの入学志願者等取扱要項」に定める入学志願のできる者

とする。 

ただし、前期選抜、連携型中高一貫教育に係る選抜、特別選抜及びスポーツ特別枠選抜にお

いて合格内定となった者は、後期選抜に志願できない。 

(3) 募集方法 

ア 出願関係書類の受付期間及び受付時間 

区  分 受  付  期  間 受  付  時  間 

全日制 
２月２１日(火)から２月２７日(月)まで

（土曜日、日曜日及び祝日は除く。） 

 ９時から１６時まで 

 (締切日は９時から１２時までとする。) 

定時制 
２月２１日(火)から２月２４日(金)まで

（祝日は除く。） 

 １３時から２０時まで 

 (締切日は１３時から１７時までとする。)

    （備考） ・ 郵送の場合は、受付締切期限までに必着のこと。 

・ 上記受付期間及び受付時間締切後に、「保護者の転勤に伴う一家転住」を事由と

する志願者があった場合は、特例として、出願を志願変更受付締切時まで認める。 

イ 応募手続 

(ｱ) 志願者は、後期選抜を実施する高等学校の学科・コースのうち、１校の１学科・コースに

限り志願できる。ただし、同一高等学校に設置する同一課程（全日制・定時制）内の、異な

る学科・コースに限り第２志望とすることができる。 

なお、北星高等学校については、定時制課程と通信制課程の併願を認める。 

(ｲ) 志願者は、第１・１・(4)・アによる手続を行う。 
(ｳ) 中学校等の校長は、第１・１・(4)・イによる手続を行う。 

(4) 志願高等学校等の変更 

出願関係書類受付締切後、志願した高等学校又は課程、学科・コースの変更を希望する者は、

志願変更受付期間内において、１回に限り変更することができる。 

なお、志願者は、第１志望の変更と関係なく、第２志望も同様に１回に限り変更することがで

きる。ただし、第１志望及び第２志望ともに変更する場合は、同時に変更しなければならない。 

ア 変更手続 

(ｱ) 志願高等学校又は課程、学科・コースを変更しようとする者は、在学する中学校等の校長

に申し出る。 

(ｲ) 志願変更の申し出を受けた中学校等の校長は、次の変更手続を行う。 

なお、手続には、入学者選抜又は入学者選考事務に係る証明書（様式２５）の提示を必要

とする。 

ただし、既に中学校等を卒業した志願者については、原則として本人が手続を行う。また、

県外からの志願者については、原則として保護者が手続を行う。 

ａ 志願高等学校を変更する場合 

・ 中学校等の校長は、出願関係書類を提出した高等学校長に、志願変更を申し出た者の

志願校変更願（様式６）を提出し、志願校変更証明書（様式７）を受け取る。 

・  志願者は、Ｗｅｂ出願システムの入学願書（様式１）に、志願情報を変更して登録す

る。 
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